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がん患者支援に関するアンケート調査の結果
１　調査の趣旨
○　本府では、昨年３月に、がん患者を含めた府民の視点に立ったがん対策の実施と、重点的に取り組む課題を定めた総合的かつ計画的ながん対策の実施を基本方針とした第二期大阪府がん対策推進計画（以下、「第二期がん計画」という。）を策定し、その中で「がん医療の充実」の分野において、「がんに関する情報提供・相談支援」に取り組むことを掲げている。
○　本計画は、大阪府、市町村、医療従事者、医療保険者など関係団体、並びにがん患者を含めた行動指針であり、とりわけ、「相談支援機能の充実」に関する取り組みについては、各拠点病院の役割は重要なものである。
○　こうしたことから、第二期がん計画の推進を図るため、下記のとおり、拠点病院の相談支援機能の現状を把握することを目的に、府内60ヶ所のがん診療拠点病院を対象とした、「がん患者支援に関するアンケート調査」を実施した。
２　調査対象
調査対象　：　府内がん診療拠点病院　６０施設
（国指定：１４施設　・　府指定：４６施設）
調査方法　：　メール及び郵送法
調査期間　：　平成２６年３月１７日（月）～３月２７日（木）
３　集　計
６０施設分について集計
４　調査結果
　相談支援センター（相談窓口）関連について　
１．相談件数について（期間：平成２５年１０月１日～２５年１１月３０日）　　　（ｎ＝６０）
	相談者
	対面
相談
	電話
相談
	ＦＡＸ
相談
	Ｅ-ｍａｉｌ
相談
	計

	自施設の患者・家族
（１拠点病院当たり月平均）
	6,959件
(58.0件)
	4,094件
(34.1件)
	53件
(0.4件)
	10件
(0.1件)
	11,116件
(92.6件)

	他施設の患者・家族
（１拠点病院当たり月平均）
	355件
(3.0件)
	970件
(8.1件)
	4件
(0.0件)
	10件
(0.1件)
	1,339件
(11.2件)
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２．相談対応状況について（２６年１月１日現在）
　≪対応曜日≫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ｎ＝60）
	月～土
	月～金
	週４日
	週３日
	未回答

	13病院
	42病院
	1病院
	1病院
	3病院


≪相談員の状況≫　　　　　　　　　　　　　（ｎ＝60）
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　≪相談支援の内容について≫
　　相談支援センターで最も力を注いでいる相談内容を５つあげてください
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（※複数回答あり）
３．相談支援センターの場所・スペースについて
相談室（個室）の設置状況　（未回答３病院）
　　　　　■３室以上　　　　　　　　 　：　12病院／57病院（21.1％）　
※１病院：がん専用の相談室ではない
　　　　　■２室　　　　　　　　　　 　：　16病院／57病院（28.1％）
　　　　　■１室　　　　　　　　　　　 ：　29病院／57病院（50.9％）
　　　　　
４．相談支援センター（相談窓口）を周知させる方策について　　（未回答１病院）
（１）医師など医療者から患者に伝えていますか？　　：　54病院／60病院（90.0％）　
（２）掲示板を利用していますか？　　　　　　　　　：　54病院／60病院（90.0％）
（３）ホームページで広報していますか？　　　　　　：　54病院／60病院（90.0％）
　　　上記（１）～（３）　全て実施　　　　　　　　　　：　46病院／60病院（76.7％）
　　　上記のうち、２項目実施　　　　　　　　　　　　　：　11病院／60病院（18.3％）
５．相談支援センター（相談窓口）の図書等の設置状況について
（ｎ＝60）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（※複数回答あり）
	①　図書
	18病院
	①～④のうち、複数項目を設置
	18病院

	②　雑誌
	16病院
	
	

	③　医療系のﾋﾞﾃﾞｵ・DVD
	8病院
	
	

	④　医療系の冊子
	17病院
	
	

	⑤　ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続可能なﾊﾟｿｺﾝ
	14病院
	⑤～⑦のうち、複数項目を設置
	5病院

	⑥　ﾌﾟﾘﾝﾀｰ
	3病院
	
	

	⑦　ｺﾋﾟｰ機
	4病院
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６．相談対応について　
（１）他の医療者（医師等）との連携について（複数回答あり）
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ・ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ・会議等対面方式
	電話・ﾒｰﾙ
依頼
	カルテ・
相談記録で
情報連携
	依頼票
で対応
	その他
	未回答

	35病院
	16病院
	10病院
	5病院
	11病院
	6病院


・ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ・ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ・会議等対面方式で連携している35病院のうち、定期的な会議等により連携
している病院　：23病院
　　　
（２）これまでの相談内容で対応が一番難しいと感じられた主たる相談内容
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（※複数回答あり）　
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（３）院内患者会・患者サロンとの連携
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ｎ＝60）
（４）就労についての悩みに関する相談（１年間）
　　・相談を受けた拠点病院数　　　　　　：　40病院／60病院（66.7％）
　　・相談件数　　　　　　　　　　　　　：　約311件

　　　　　※60病院中2病院については「空白」又は「数件」と記入
（５）これまであった就労の悩みに関する相談内容で、具体的なものがあれば記入
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（※複数回答あり）

７．相談者からの評価について
（１）相談支援に対する満足度調査など、相談者から直接評価を受けるシステムの設置について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ｎ＝６０）

　上記（１）「設けている」の選択病院で患者から直接評価を受ける方法について
（※複数回答あり）
	満足度調査等
アンケート実施
	意見箱、目安箱
の設置
	相談時（後）
に確認
	
	複数の方法
を導入

	10病院
（16.7％）
	11病院
（18.3％）
	4病院
（6.7％）
	
	8病院
（13.3％）


　院内患者サロンについて　
●　院内患者サロンの有無　　　あり：　28病院／60病院（46.7％）
１．患者サロンに対する病院側の提供状況について
（１）提供しているスペースの場所・広さ
≪場　　所≫　　　　　　　　　　　≪広　さ（何人ぐらい集まることができるか≫　
　（ｎ＝28）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ｎ＝28）
	会議室
	12病院

	部屋
	8病院

	部屋とオープンスペースを必要に応じて
	１病院

	オープンスペース
	２病院

	病棟、病棟談話室等　
	3病院

	がん相談支援センター
	1病院

	化学療法居室
	1病院


（２）提供している回数・時間
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ｎ＝２８）　
	週３回以上
	週２回
	週１回
	月２回
	月１回
	２か月に１回
	年４回
	不定期

	3病院
	1病院
	2病院
	4病院
	8病院
	7病院
	1病院
	1病院


未記入　1病院
（３）職員の協力について（職種別協力職員の状況）　　
　　　院内患者サロンの「有」と回答した28病院のうち、「なし」又は無回答：2病院
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（※複数回答あり）
	医師
	保健師
看護師
	社会
福祉士
	その他

	13病院
	20病院
	2病院
	25病院


　≪協力内容≫
　　・会の進行管理、広報など
　　・企画運営、患者への勉強会での講義、交流会のファシリテーター
　　・講師派遣、会場の無料提供
・患者支援団体と共催によるボランティアイベントの開催
・ミニレクチャー講師、相談　など
２．患者サロンの対象者について
（１）自施設で診療している人に限定　　　　：　8病院
（２）患者本人に限定　　　　　　　　　　　：　0病院
（３）サロンに参加できる人のがん種を限定　：　6病院
３．院内患者サロンが「ない」と答えた病院について（32病院）
（１）「院内患者サロンが必要と思う」と選択した病院　　
　　27病院／32病院（84.4％）
　≪理由≫
・いつでも利用できるピアサポートが必要と考えるため。
・患者・家族への情報提供や交流の場を持つことは、がんと向き合う上でとても有意義と思う。患者会のアンケートでも交流の場を持ちたいという希望が多い。
・患者、家族が集うことで、不安や疑問が解消され心の安定を図ることができる
・同じ悩みを持つ患者・家族が共通の話題で語り合えることで療養の支えとなり得ると考える
など
（２）どのような条件が揃えば、院内サロンの開設ができると思いますか
　　　「院内患者サロンが必要と思う」と選択した27病院の回答状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（※複数回答あり）

資料５





他施設の患者・家族





自施設の患者・家族





（ｎ＝６０）





全相談件数に対する他施設の患者・家族の相談割合





（※その他：ｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ、精神保健福祉士等）





（ｎ＝６０）





※その他：管理栄養士、薬剤師、ＭＳＷ、事務職等）
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